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2012/7/25(水) JaSST関西 テスト設計コンテストセッション

テスト設計コンテスト参戦記～好敵手がいたから、僕らは強くなれた

JaSST関⻄ テスト設計コンテストセッション

テスト設計コンテスト
参戦記

〜好敵⼿がいたから、僕らは強くなれた。

Side：あまがさきてすとくらぶ
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コンテンツ

JaSST’12Tokyo「テスト設計コンテスト」に参加しました。
参加までの流れ、得られたものについて紹介します。

1．テスト設計コンテスト
参加におけるストーリー

2．成果物（の⼀部）紹介
3．役⽴っていること
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チーム紹介

■チーム紹介

チーム名「あまがさきてすとくらぶ」
あまがさき

S/W設計開発課中⼼の6名でのチーム構成。
※メンバーは⼊社3年⽬〜8年⽬まで。
業務では、要求分析を中⼼とした前段の設計と
システムテストを考えることが多いです。

※マスコットキャラクター「あまがさきてすと君」
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ストーリー（概要）

■勉強会からコンテスト参加までの歩み

①テスト勉強会のはじまり
②JaSSTʼ11東京 テスト設計コンテストを観戦
③情報収集と⽬標設定
④学習と積み上げ
⑤コンテスト参加へ！（JaSST東海、JaSST東京）

実施内容
1110 12

２０１０年
1

テスト技法の勉強

8 9 101 2 3
２０１１年

11 12
２０１２年

4 5 2 3

アップデート期間

6 7

2010年コンテスト成果物研究

3色ボールペン法勉強

JaSST東海へ向けて作り込み

ゆもつよメソッド勉強

お試しでテスト設計

JaSST'11東海で
コンテスト参加！

JaSST'12東京
テスト設計コンテスト！

JaSST'11東京で
テスト設計コンテスト観戦
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①勉強会のはじまり

■勉強会開始のはじまりとキッカケ

業務で不具合対応、リリース後の失敗などが多く
困っていた状態でした。

ちょうど、良い本が販売開始
された頃で、テスト技術を
学ぶことで、業務状況を改善
したいと考えて勉強会を
始めました。

実施内容
1110 12

２０１０年
1

テスト技法の勉強

8 9 101 2 3
２０１１年

11 12
２０１２年

4 5 2 3

アップデート期間

6 7

2010年コンテスト成果物研究

3色ボールペン法勉強

JaSST東海へ向けて作り込み

ゆもつよメソッド勉強

お試しでテスト設計

JaSST'11東海で
コンテスト参加！

JaSST'12東京
テスト設計コンテスト！

JaSST'11東京で
テスト設計コンテスト観戦

(C)秋山浩一氏
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②テスト設計コンテスト観戦

■JaSST’11東京での観戦

JaSST東京における
テスト設計コンテストを観戦

テスト設計コンテスト参加動機
1．学習効果の向上
2．実践の経験になる
3．楽しく学ぶことが出来そう！

実施内容
1110 12

２０１０年
1

テスト技法の勉強

8 9 101 2 3
２０１１年

11 12
２０１２年

4 5 2 3

アップデート期間

6 7

2010年コンテスト成果物研究

3色ボールペン法勉強

JaSST東海へ向けて作り込み

ゆもつよメソッド勉強

お試しでテスト設計

JaSST'11東海で
コンテスト参加！

JaSST'12東京
テスト設計コンテスト！

JaSST'11東京で
テスト設計コンテスト観戦

⇒ Σ(￣□￣)！
衝撃を受け、来年は出る！と（コッソリ）決意しました
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③情報収集と目標設定

■早速、情報を収集

前年度の情報を収集、2011年の
アウトプットを美味しく頂きました。
特に、前年度最優秀チーム
「めいしゅ館」を徹底研究。
※TEF東海で実施されたイベントに参加するなどしてみました。

「めいしゅ館を超えろ！」
という野望をコッソリ掲げつつ、まずは地区で
実施される（…と噂から勝⼿に予想を⽴てて）
テスト設計コンテスト参加を⽬標にしました。

実施内容
1110 12

２０１０年
1

テスト技法の勉強

8 9 101 2 3
２０１１年

11 12
２０１２年

4 5 2 3

アップデート期間

6 7

2010年コンテスト成果物研究

3色ボールペン法勉強

JaSST東海へ向けて作り込み

ゆもつよメソッド勉強

お試しでテスト設計

JaSST'11東海で
コンテスト参加！

JaSST'12東京
テスト設計コンテスト！

JaSST'11東京で
テスト設計コンテスト観戦

※チーム「めいしゅ館」
最強の3名
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④学習と積み上げ

■どうやって学ぶかを考えました。

コンセプト：
「めいしゅ館を超えろ！」
…と、⾔いつつ「めいしゅ館」の使っている内容をまずは確実に学ぶことを
⽬指しました。ここに、テスト技法の勉強内容等を追加しました。

⽅針
・「めいしゅ館」の使っている技術（三⾊ボールペン法、ゆもつよメソッド）

をトレースしつつ学びを深める
・技法を使ってテストケースまで作成する
・（設計課所属なので）設計技術向上にも役⽴てる

テスト技法勉強会
by ソフトウェア
テスト技法ドリル

話題沸騰ポット
3色ボールペン

ゆもつよメソッド勉強
by ソフトウェア・
テストプレスvol10

JaSST’12 東京
テスト設計

コンテスト出場！

JaSST’11 東海
テスト設計

コンテスト出場！

実施内容
1110 12

２０１０年
1

テスト技法の勉強

8 9 101 2 3
２０１１年

11 12
２０１２年

4 5 2 3

アップデート期間

6 7

2010年コンテスト成果物研究

3色ボールペン法勉強

JaSST東海へ向けて作り込み

ゆもつよメソッド勉強

お試しでテスト設計

JaSST'11東海で
コンテスト参加！

JaSST'12東京
テスト設計コンテスト！

JaSST'11東京で
テスト設計コンテスト観戦
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⑤コンテスト参加へ！

■コンテストの申し込み

申し込んで
おいたから

え！？ Σ（￣O￣）

実施内容
1110 12

２０１０年
1

テスト技法の勉強

8 9 101 2 3
２０１１年

11 12
２０１２年

4 5 2 3

アップデート期間

6 7

2010年コンテスト成果物研究

3色ボールペン法勉強

JaSST東海へ向けて作り込み

ゆもつよメソッド勉強

お試しでテスト設計

JaSST'11東海で
コンテスト参加！

JaSST'12東京
テスト設計コンテスト！

JaSST'11東京で
テスト設計コンテスト観戦

地区JaSSTでテスト設計コンテスト開催！
という噂を聞いていたので、
勝⼿に(コッソリと)⽬標にしていました。
JaSST東海での開催が決まった時点で即時申込み。
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⑤コンテスト参加へ！

■多くのライバル

コンテストに参加して、学習内容を実践！
JaSST東海とJaSST東京の2回に参加。

前年度優勝の「めいしゅ館」を含めて多数のライバル。
濃い資料が溢れていました。

実施内容
1110 12

２０１０年
1

テスト技法の勉強

8 9 101 2 3
２０１１年

11 12
２０１２年

4 5 2 3

アップデート期間

6 7

2010年コンテスト成果物研究

3色ボールペン法勉強

JaSST東海へ向けて作り込み

ゆもつよメソッド勉強

お試しでテスト設計

JaSST'11東海で
コンテスト参加！

JaSST'12東京
テスト設計コンテスト！

JaSST'11東京で
テスト設計コンテスト観戦
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⑤コンテスト参加へ！

■今までの学習の実践

JaSST’11東海とJaSST’12東京の2回参加することで、
プロセス改善の経験も得ることが出来ました。

JaSST’11東海時
<要求仕様書01>

話題沸騰ポット要求
仕様書“第7版”

<要求仕様書01>
話題沸騰ポット要求

仕様書“第7版”
仕様書分析仕様書分析

3色ボールペン法

品質目標
の定義

品質目標
の定義

指摘表指摘表

3色ボールペン

マインドマップ

3色ボールペン
マインドマップ

品質目標品質目標

見た方が良いもの、
テストの興味検討

見た方が良いもの、
テストの興味検討

見た方が良いもの見た方が良いもの

テストの興味
全てを考える、

分類する

テストの興味
全てを考える、

分類する

テストの興味
事項すべて
（テスト対象、
テストカテゴリ

分類込み）

テストの興味
事項すべて
（テスト対象、
テストカテゴリ

分類込み）

仕様に不足して
いる情報で

追加すべきもの

仕様に不足して
いる情報で

追加すべきもの

仕様書を
改訂する

仕様書を
改訂する

ロジックと
状態遷移、
競合を検討

ロジックと
状態遷移、
競合を検討

シナリオ
定義書を
作成する

シナリオ
定義書を
作成する

話題沸騰ポット
シナリオ定義書

話題沸騰ポット
シナリオ定義書

＊<要求仕様書01>
話題沸騰ポット要求

仕様書“第7版”

＊<要求仕様書01>
話題沸騰ポット要求

仕様書“第7版”

テスト対象、
テストカテゴリ

組合せ表

テスト対象、
テストカテゴリ

組合せ表

テスト方針表
・マトリクス試験
・状態遷移試験

・競合試験
・・・

テスト方針表
・マトリクス試験
・状態遷移試験

・競合試験
・・・

テスト方針
を検討する

テスト方針
を検討する

CEGTest分析結果
状態遷移表

競合表

CEGTest分析結果

状態遷移表
競合表

<要求仕様書02>
話題沸騰ポット

要求仕様書
“第8版”

<要求仕様書02>
話題沸騰ポット

要求仕様書
“第8版”

テスト
詳細分析

を実施する

テスト
詳細分析

を実施する

テスト分析
マトリクス

・仕様
・要求

・シナリオ

テスト分析
マトリクス

・仕様
・要求

・シナリオ

テスト詳細
方針表

・状態遷移試験
・競合確認試験

・・・

テスト詳細
方針表

・状態遷移試験
・競合確認試験

・・・

テスト集約と
テスト技法に
よる検討を
実施する

テスト集約と
テスト技法に
よる検討を
実施する

テスト集約表テスト集約表

テスト技法
検討結果

・デシジョンテーブル
・Nスイッチマトリクス

テスト技法
検討結果

・デシジョンテーブル
・Nスイッチマトリクス

テスト設計書
を作成する

テスト設計書
を作成する

テスト設計書
（最終アウトプット）

テスト設計書
（最終アウトプット）①テスト要求分析

②テスト
アーキテクチャ設計

③仕様の修正、追加検討

④テスト詳細設計、テスト技法検討

フィードバック、多数の気づきにつながりました。
アウトプットを出すことで学習効果が倍増しました。

コンテストに参加して、学習内容を実践！
JaSST東海とJaSST東京の2回に参加。

JaSST’12東京時

実施内容
1110 12

２０１０年
1

テスト技法の勉強

8 9 101 2 3
２０１１年

11 12
２０１２年

4 5 2 3

アップデート期間

6 7

2010年コンテスト成果物研究

3色ボールペン法勉強

JaSST東海へ向けて作り込み

ゆもつよメソッド勉強

お試しでテスト設計

JaSST'11東海で
コンテスト参加！

JaSST'12東京
テスト設計コンテスト！

JaSST'11東京で
テスト設計コンテスト観戦
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・・・結果は？

■テスト設計コンテスト結果

審査員特別賞！を頂きました。
⾼評価を頂き⾮常に感謝です。

実施内容
1110 12

２０１０年
1

テスト技法の勉強

8 9 101 2 3
２０１１年

11 12
２０１２年

4 5 2 3

アップデート期間

6 7

2010年コンテスト成果物研究

3色ボールペン法勉強

JaSST東海へ向けて作り込み

ゆもつよメソッド勉強

お試しでテスト設計

JaSST'11東海で
コンテスト参加！

JaSST'12東京
テスト設計コンテスト！

JaSST'11東京で
テスト設計コンテスト観戦

具体的な結果が出たことで、
メンバーのモチベーション向上

にもつながりました！

※残念ながら最優秀賞までは届きませんでした…
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2．成果物の一部紹介

テストで必要と考える
項目を、キーワード

として洗い出す

テスト方針

＠テスト
計画書

②テストアーキテクチャ

テストケース

＠テスト
設計書

話題沸騰ポット
（GOMA-1015型）

要求仕様書
第8版
(改訂版)

④テスト詳細設計

「テスト技法」を用いて

仕様の情報不足と考える
部分を明確化した。

③仕様修正追加検討

どの部分をテストするか？
というテスト方針を決定する。

改訂した仕様に対して、
テスト方針に従って
テストケースを作成

①テスト要求分析

テストにおけ
るキーワード

（興味事項）

■簡易プロセス
テスト分析：
「めいしゅ館」と
同等を目指した。

仕様改訂＆テスト設計

「めいしゅ館」超えること
を目指した。
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2．成果物の一部紹介

■いろいろ作りました。

説明

1．テスト要求分析
D1-1 3色ボールペンマインドマップ 提出資料「21_3色ボールペンマインドマップ.pdf」に対応
D1-2 品質目標 提出資料「22_Pot_TestDoc01_テスト計画書.pdf」における

1.2章　品質目標に対応
D1-3 見た方が良いもの 提出資料「22_Pot_TestDoc01_テスト計画書.pdf」における表

5.1-1　品質目標から導き出される“テストに対しての興味事
項”に対応

D1-4 テストの興味事項全て 提出資料「22_Pot_TestDoc01_テスト計画書.pdf」における図
5.1-1　テスト対象及びテストカテゴリの整理に対応

2．テストアーキテクト
D2-1 テスト対象、テストカテゴリ組合せ表 提出資料「22_Pot_TestDoc01_テスト計画書.pdf」における表

5.2-1　テスト対象及びテストカテゴリの組み合わせ検討結
果に対応

D2-2 テスト方針表 提出資料「22_Pot_TestDoc01_テスト計画書.pdf」における表
5.2-2　システムテストで実施する試験項目一覧（試験方針
表）に対応

3．仕様の修正、追加検討
D3-1 仕様に不足している情報で追加すべきもの 提出資料「11_仕様追加項目の検討結果表.pdf」に対応
D3-2 技法分析結果 提出資料「12_WADAI-POT-SPEC_話題沸騰ポット（GOMA-

1015型）要求仕様書_第8版(改訂版).xls」における以下に対
応
6.1章状態遷移図
6.2章状態遷移表
7章イベント（ドメイン分析）
10章競合表

D3-3 話題沸騰ポット要求仕様書”第8版” 提出資料「12_WADAI-POT-SPEC_話題沸騰ポット（GOMA-
1015型）要求仕様書_第8版(改訂版).xls」に対応

D3-4 話題沸騰ポットシナリオ定義書 提出資料「14_WADAI-POT-SCENARIO_話題沸騰ポットシナ
リオ定義書.pdf」に対応

4．テスト詳細設計
D4-1 テスト分析マトリクス 提出資料「23_Pot_TestDoc02_詳細方針書.pdf」における以

下に対応
表 2.1-1　システムテスト詳細分析（対仕様）
表 2.2-1　システムテスト詳細分析（対要求）
表 2.3-1　システムテスト詳細分析（対シナリオ）

D4-2 テスト詳細方針表 提出資料「23_Pot_TestDoc02_詳細方針書.pdf」における以
下に対応
表 2.4-1　システムテスト詳細分析（状態遷移試験）
表 2.5-1　システムテスト詳細分析（競合確認試験）
表 2.6-1　システムテスト詳細分析（連続試験（回帰試験））
表 2.7-1　システムテスト詳細分析（基本機能確認試験）
表 2.8-1　システムテスト詳細分析（その他試験）

D4-3 テスト集約表 提出資料「23_Pot_TestDoc02_詳細方針書.pdf」における以
下に対応
表2.9-1　集約表（マトリクス検討：仕様）
表2.9-2　集約表（マトリクス検討：要求）
表2.9-3　集約表（マトリクス検討：シナリオ）

D4-4 テスト技法検討結果 提出資料「31_Pot_TestDoc03_テスト設計書.xls」におけるテ
スト技法に対応

D4-5 テスト設計書 提出資料「31_Pot_TestDoc03_テスト設計書.xls」に対応

プロセス/成果物番号/名称

テスト計画書
・テスト要求分析結果
・テストアーキテクチャ設計結果

要求仕様書指摘表
要求仕様書第8版改定版
テスト設計書
・・・

予稿集資料
当日掲示用資料
当日発表用スライド

なるべく、業務にも適用出来そうな形式で
文書化を考えてみました。

合計は144ページ（作りすぎでスミマセン）
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2012/7/25(水) JaSST関西 テスト設計コンテストセッション
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2．成果物：テスト計画書

■テスト分析の結果＋αをまとめてみました。

①テスト
要求分析

②テスト
アーキテクチャ

③仕様修正
追加検討

④テスト
詳細設計

テスト設計書構成

1．概要
2．参考文献
3．用語集
4．テストアイテム
5．テスト分析
6．アプローチ
7．テスト項目の合否

及び中止判断基準
8．テスト成果物
9．テストタスク
10．環境条件
11．スケジュール
12．リスクと対策
13．承認

テスト分析結果の整理
5.1 （テスト要求分析結果）
テストにおけるキーワードを明確化
5.2 （テストアーキテクチャ設計結果）
テスト方針をマトリクスで表現

テストに対する興味事項 分類
ポットとしてのシステム全体
要求
仕様/機能
H/W
レスポンス
H/W性能
ロジック
状態遷移
競合

シナリオ(シーン)
テスト対象
（新規作成）

仕様適合
連続
タイミング変化
意地悪
特性/精度
環境
負荷時仕様適合
負荷時性能
分かりやすさ

外観

恒温槽を用いた加速劣化試験

水質
水温変化の規定

テスト
カテゴリ

個別検証

テスト対象
（元仕様から
抜粋可能）

テスト対象
（仕様に追加）

テスト環境、自動化の検討
事前にテストの環境、
及び自動試験環境を考慮して
システムの検討を行った

100 V100 V

③測定

①内部
状態取得

②制御／測定

早期のリスク、スケジュール明確化
スケジュールとリスクを
早期に洗い出し、課題抽出。
※業務で役立っている箇所

リスク項目 影響度 発生率 対策案

システムテスト実施前の
品質が悪い

大 大 ・・・

コスト削減の影響で、テスト
工数削減が要求される

大 中
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2．成果物：要求仕様書第8版

■テストの考え方を用いて、要求仕様書を修正。
元の仕様書（第7版）を改訂して第8版へ。

＜要求仕様書の分析、修正＞

＜技法の使用＞
特に2つの技法を使いました。
1．原因結果グラフ

ツール「CEGTest」を活用した。
2．（UMLの）状態遷移図と状態遷移表

状態に対して明確な定義を行った。

exit / ヒータをOFFにする

entry / 保温ランプを点灯し、沸騰ランプを消灯する。サーミスタの温度を表示する

保温行為

ミルクモード：保温節約モード：保温

給湯中

高温モード：保温

保温行為停止条件の発生　　　　

※【条件2】、沸騰ボタン押下

もしくは【5章：エラー検知】

参照

※給湯の状態遷移参照

保温ボタン押下 保温ボタン押下

保温ボタン押下

[ミルクモード][高温モード]

[節約モード]

1.H/W構成

境界は含むのか？

満水センサ

エッジでとるのか？状態でとるのか？

S/Wで検知するのか？

ヒーター

on/offの２値

起動時、蓋がしまっているといつまでも沸騰しないのでは？

操作パネル

offにする条件の記載がない

単位？

ヒータ異常

ポンプ

内部構成

色表示？

満水センサがonで、第n位センサoffの場合、どう扱うのか？

デフォルトonで、どのタイミングでoffにするのか？

デフォルト表示？

温度表示 整数値？

異常の判定は？

蓋センサ

S/W

音は固定？

分解能

最低水位は？

温度の単位は？

おそらく含む

on/offの２値

第ｎ位水位センサ

外観

ステップ値は？

水温

電動制御？

デフォルト値(H/W)の記載がある！

p.12

H/W故障検知はどうするのか記載がない

お湯が空になったときにアラーム？音？　安全設計あるのか？

状態でとる？

-10～150℃

on/offの２値

操作パネル部

上下限値は？

片手で操作できること

どのくらいの量を出す？

○○kHzブザー音2.操作要求仕様

使用の環境条件が記載ない

連続押し

セット方法

0:00

給湯中の定義が不明

それ以外？

０～６０分

上下さかさまだとどうなるのか？

セット完了後、１秒後

試験方法はどうする？

2.5解除ボタン

６０分設定のために、100msec押す×N回

沸かすためのタイマではない。

異常時以外（正常時）

2.2蓋

給湯中に蓋をあけることができる？

音量は？

試験で必要になる

初期のパネル表示は大丈夫か？

セット時の音

リセットボタンがないと困るのでは？

瞬断はどうなる？

全部押しはどうなる？

ボタン

H/Wとのすみわけは？

残念なことにならないか！？

2.6よりボタンを押している間

以上？未満？

押下間隔

タイマボタンの有効無効の条件

繋いだ直後をどうやって知るのか？

満水時の表示

タイムアップ

最初はロックのほうが安全では？

０～６０分

押しっぱなし

ブザー音

S/W仕様として大丈夫か？

ボタンを押して解除/ロック

ONのとき有効

タイマ停止

違和感

コンセントのデフォルト値は？

ユーザーがわからない？ ボタンにブザーがない

ロック/ロック解除機能

節約の定義が曖昧。S/Wは何をすれば節約を保証できるのか？

2.1コンセント

3秒経過で判定

ボタン有効条件

総合試験では必要になる

設定値の表示

気圧高いところは？

水位センサー

初期値

設定範囲

センサの数との対応？？？

長押しで、10分単位で飛ばしながら設定できないの？

タイマボタンを100msec押す

同時押しはどうなる？

水位表示

10分くらいなら我慢できるかも

無効になる条件はこれだけなのか？

3sec

温度の分解能

水量が適正・異常とは何？

コンセント接続直後

1sec以下の開閉はどうなる？

誤ってお湯が出ないようにする

保温行為はだれが実施する？

無効になっていることがわかるのか？無反応？

タイマ起動

タイマ表示

センサの数は変更される

斜め設置はどうなるのか？

給湯していないとき有効

デフォルト値

2.8 水位メータ

分単位切りあげ

機能としてあるものもある

沸騰中でも無視して給湯するのでは？

3sec経過後にも、水面が波打っていた場合は考慮されていない

ボタンを押すことで給湯

2.4保温設定ボタン

蓋センサ1sec以上off

どう試験する？

３秒以上

作動できない条件≠ポンプ停止条件

2.7タイマボタン

定義がない

ヒータ電源ON、温度エラー検知無し、保温行為中

蓋を開けたときは全ボタン無効？

保温中のみ給湯

ほかは音を鳴らした後に、処理起動されるが、ここはタイマセットの後にブザー

2.3沸騰ボタン

０分？

沸騰し続けるか？

カップラーメンを作るときの時間測定を想定

ブザー音

音の種類が必要

2.6給湯ボタン

蓋センサoff

繋いだ直後とは？どれぐらい直後？

4:01でセットすると、6:00になる

ロック解除以外にお湯が出ない条件がある

時間100msec

保温設定ボタン

残り時間の表示でもない

異常って何？

給湯状態

蓋センサー

他の機能と競合しても、１秒後なのか？

3sec同時イベント発生時は？

給湯有効の条件

100℃

温度が低下する際の制御は？何もしない？

空の表示

空の表示と区別しにくい

ユーザがわからず故障扱いにならないか

ボタン有効の条件

【ユーザ観点】

空の表示は最下位インジケータのみ点滅のほうが良い

水量異常、ヒータ電源OFF、温度エラー検知

蓋センサ

コンセント

最悪、あけたまま沸騰してしまう？

温度の制御は誰がやってるの？

インジケータ 4段階

点滅速度早くない？

一旦沸騰してから保温温度に調整するのはどうなのか？（ユーザの待ち時間の観点）

ボタンを押している間のみポンプを作動

このポットは手で注ぐことはできないのか？

ロックとは？

表示上はある

気圧低いところは？

リセット

自動販売機は同時押しは左押し

競合

両方押せる

１分ずつ加算

目的

ロック解除

1sec

開閉間隔３秒未満では？

途中でポンプ停止

ずっとながおし

ロック解除、水量適正（異常ではない）、蓋センサON

S/Wが温度を見張りながらやる？

どうやって試験する？

話題沸騰ポット
１～２章

41 P6 pot-240-41 コンセントを繋いだ直後の初期表示は問
題無いでしょうか？

質問 小 状態遷移 済 9.1章に記載を行います。

42 P7 pot-250 コンセントを繋いだ直後はロック状態の
方が安全なのではないでしょうか？

質問 小 状態遷移 済 コンセント接続後の初期設定では、ロッ
ク状態になるようにします。9.1章に記載
を行います。

43 P7 pot-250-31 「給湯中」の定義が不明確です。 抜け 小 状態遷移 済 2.6項「給湯ボタン」に記載のポンプが作
動できる条件を満足した上で、給湯ボタ
ンが押された状態を『給湯中』と定義し

44 P7 pot-250 ユーザがロック状態が変化したことに気
付けない可能性がある為、解除ボタン押
下時にブザーを鳴らした方がよいのでは
ないでしょうか？

質問 小 ユーザビリティ 済 ロックランプで視覚的に状態表示を行っ
ている為、現在は、ブザーまでは不要と
考えております。
また、ブザーは状態変化時には有効で
すが、状態表示に対しては有効ではな
い為、不要と考えます。

45 P7 pot-260 このポットは手動で傾けて給湯すること
はできないのでしょうか？

要望 小 ユーザビリティ 済 給湯については、電動のみの対応を想
定しております。

46 P7 pot-260-11 ロック解除以外にお湯がでない（ポンプ
が作動しない）条件が5つ存在しています
が、何が原因でお湯がでないのか、ユー
ザが気付けず、故障扱い、最悪、クレー
ムになってしまう懸念はないでしょうか？

質問 小 ドメイン分析：ロジック 済 お湯がでない理由を、操作パネルの
コード表示するようにします。また、表
示コードについては取扱説明書に明記
します。

47 P7 pot-260-11 給湯中に蓋を開けることができるので
しょうか？

質問 小 状態遷移 済 安全面から考えても問題ないと判断し
ますので、蓋を開けることは制限しませ

48 P7 pot-260-11 ポンプが作動する条件に、「保温行為
中」がありますが、利便性向上の為に
も、「沸騰行為中」についても給湯可能に
すべきではないでしょうか？

質問 小 ユーザビリティ 済 「保温行為中、もしくは沸騰行為中」に
条件を変更します。

49 P8 pot-280（説明） ポットが使い物にならないような仕様に
ならないよう考慮とありますが、具体的に
はどのような考慮がなされているので

質問 大 ユーザビリティ 済 第1～第N水位センサについては故障し
ていても、安全に利用可能な状態とな
るように設計しています。

50 P8 pot-280（説明） インジケータとセンサ数の関係につい
て、将来の仕様変更への拡張性が考慮
されているようですが、どのような使用変
更の可能性を考慮しているのですか？

質問 中 その他 済 インジケータの段階は4段階で固定で
すが、センサ数については増減する可
能性を考慮しています。

指摘表（86件、回答込み）

①テスト
要求分析

②テスト
アーキテクチャ

③仕様修正
追加検討

④テスト
詳細設計
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2．成果物：テスト設計書

■テスト設計結果をまとめるフォーマットを作成。

試験項目名 試験概要 合否判定基準 テスト構成/テスト環境 参考手順 使用技法 ース：入力/出 備考
2.8 水位メータ

pot280 全体
pot280-Test01 正常 水位メータ

状態遷移テ
スト

水位メータのインジケータ表示の各状態遷移
を確認する。状態を遷移させるために、注水・
給湯を実施する。

満水、空、故障、n水位の各インジ
ケータ表示が、状態遷移表に従っ
て状態遷移すること。

実機構成を使用す
る。

各状態に遷移す
るよう、注水・給
湯を実施する。

状態遷移表 テストケース
仕様書XXを

参考

前提条件：XX
の試験が完了
していること

pot280-11 水量異常の判断の詳細は、8.3 水位判定を参照とすること。

pot-280-21　水量が異常でなければ、onになっている第nセンサに対応したインジケータセルのランプを点灯して、水位を表示する。
pot-280-21-Test01 正常 正常水位表

示確認
満水状態でなく、また、空状態でない場合に、
水位が正常と判断し、正常な水位をセルラン
プに表示できることを確認する。確認は、第
1,2,3,4水位で行う。

正常水位（第n水位）が、インジケー
タセルランプに表示することを確認
する。

実機構成を使用す
る。

第1,2,3,4水位を表
示するよう、注
水・給湯を実施す
る。

ドメイン分析
境界値分析

試験対象機能/試験ID

IEEE 829ベースの設計書とテストケース仕様書を統合した雛形を作成しました。

テスト設計書

テスト設計書テンプレート 本設計書で対応する項目
テスト設計仕様書識別番号 試験対象機能/試験ID
テスト対象機能 試験対象機能/試験ID
アプローチの具体化 アプローチ：テスト構成/テス

ト環境/事前手順
テストケースの識別 使用技法、ケース
機能の合否基準 合格判定基準

テストケース仕様書テンプレート 今回の設計書からは？
テストケース仕様書識別番号 ケース

(各項目に、設計仕様書IDか
ら繋がるNoを与える)

テストアイテム 不要(テスト設計書とケース
仕様書は統合しているため)

入力仕様 使用技法、ケース
出力仕様 使用技法、ケース
環境要件 アプローチ：テスト構成/テス

ト環境/事前手順
手順についての特記事項 参考手順
テストケース間の相互依存 備考

★IEEE829テスト設計書/テストケース仕様書テンプレートと、上記テスト設計書の項目の対比

IEEE829のテスト設計書/ケース仕様書
両方を統合し、対応した項目を使用

テスト技法を
用いたケース

分析箇所を明記

①テスト
要求分析

②テスト
アーキテクチャ

③仕様修正
追加検討

④テスト
詳細設計
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3．役立ったこと：成果物

■成果物でそのまま業務に使うことが出来ているものがあります。

フォーマットとして使用しているもの
・テスト計画書、要求仕様書の記法（USDM）のExcelフォーマット
・テスト設計書のExcel データ

テスト計画書を早速業務へ適用
・テスト実施内容、フェーズを明確化
・テストツール、治具の作成計画を早期に方針決定
・スケジュール、リスクからテスト実施の課題を洗い出すことを意識
・仕様側にテストを実施するための考え方を取り入れることが出来た
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3．役立ったこと：成長

■メンバーの成長にも繋がりました！

テストに関わる知識と技術
・テストのプロセス、技法に関連する多数の知識を得た
・テストに関連したツールの知識、使い方
⇒CEGTest、状態遷移表、競合表といった使い方を学んだ

・技法を（お試し済なので）業務へすんなりと適用できた

自主性の向上
現在、メンバーが自主的にETロボコンに
参加を決めて、設計技術を学ぼうと活動中
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おわりに

ライバルがいる！

目標がある！

成長がある！
興味のある方がいらっしゃいましたら、

参加検討いかがでしょうか。


